





































































































































の原郷と大八嶋国 王権の中心大和を結ぶ垂直軸に るのが天香具山であったと思われる。 「ひさかたの」 枕詞は集中五〇例あり、 「 」にかかる例三三例、天の同音で「雨」にかかる例一例、 「月
（夜）
」にかかる例五例、






































































定のために各地を連戦してようやく尾張の美夜受比売のもと たどり着いた倭建をイメージさせつつ、 「さ渡る鵠」に待ち焦がれた恋情を内包させて、その鵠の首 よう と序詞的に用いて「ひ ぼそ
　
たわやがひな」の美夜


































































































































































































































































































































































明命の子が天香山と称されるのも、当該歌謡とのつながりを思わせる。 「光る」は天上高く自ら光を発す であり、太陽信仰を奉じる尾張氏が東国平定を成し遂げた倭建命 自らの一族より上に立つ存在と認め、 「汝が着せる」 「我が着せる」と尊貴性をもって語られる一族の長である美夜受比売によって、天照大御神の直系の日の御子・大君として承認されたことに意義 あると思われる。　
歌謡には東征のはじめに結婚の約束を交わしてからの長い年月が、 「あ

































































































恋の内省的時間の推移と不可分の関係にある。美夜受比売の耐え難いほど待ちわびた希求は倭建と結ばれることであった。それを叶える が「月立たなむよ」 言葉であった 思わ 。　
ところが、この語句をめぐっては解釈上の論議が絶えない。諸本「都紀








たが、土橋寛氏はこれを説明不十分として、 「立チアリ」→「立タリ」 、 「立たなむよ」は、 「立タリナムヨ」のリの脱落とした。しかし後に、阪倉篤義氏の 「月立タラムヨ」 のラ ナに変化したも






































































































































































濱田敦氏はこれらの用例を検討 、 「 「希求」 、即ち話者以外のものに対

















































る見方に類する立場 、 未然形 関する議論をし 尾上圭介氏は、 「む」 （現代語： （ヨ）ウ）を「非現実を語るのみ と規定する。結果的に非現実事態の実際のありようとして「意志」 「推量」 「婉曲」 ど多様な意味 文にもたらすことになると考え 。 たとえば、 氏が非終止法における意味の 〈一般化し 事態〉の例としてあげる 校長先生ともあろう人がそんなことをするなんて……」という文では、実際に であることはわかってお













































































































































































































































































＋ム」という述定形式はその形式固有の述べ方を持っており、それは「話者の現実世界に存在していない事態（話者の立っている現実世界で話者が経験的に把握していない事態）を頭 中で一つ 画面として思い描く という述べ方である。 」とする。このような未然形に対する把握は、美夜受比売の歌謡の「立たなむ
（想定外の事態の切り返し）の表現にもあては
まろう。
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 古事記・日本書紀・風土記の本文は新編日本古典文学全集による。ただし、古事記第二七番歌謡の「鋭喧に」は「と鎌に」に改めた。
＊
 万葉集は中西進『万葉集
　
全訳注原文付』講談社文庫による。

（からすだに
　
ともこ
　　
日本語日本文学科）
